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編集委員より

　2021年4月よりITUジャーナルの編集委員を務めさせていただき、こ

の度、初めて筆をとらせていただく運びとなりました。私が原稿を書い

ているのは世界保健機関のテドロス事務局長が記者会見で、新型コロナ

ウイルスの世界的な感染拡大の現状について「まだ到達していないが、

終わりが視野に入ってきた」と述べたうえで、収束に向けて感染拡大防

止の取組みの継続を訴えられた9月中旬となります。皆様が目にされる頃

にはより収束に向けて進んでいることを願うばかりです。

　さて、先日7月18日から28日にかけて、今会期初のSG20会合に現地参

加してまいりました。コロナ渦に現任に着任した私にとっては、これま

でリモート会議で名前と声だけで認識していた方 と々会場で初めて対面

でお会いでき、非常に感慨深い会合でありました。

　会場の感染対策については、事務局よりマスクの着用が奨励されており、

オープニングプレナリ時点では多くの参加者が着用されておりましたが、

会合が進むにつれ、徐々に素顔が見えることが増えていったことが、グ

ローバルの会議ゆえの運営の難しさを感じさせるところでした。ただ、ク

ロージングプレナリ中に感染者の判明がアナウンスされると、それまで

マスクを外していた方々が一斉に着用するというシーンが見られたことも

この場に記録しておきます。

　リモート会議を余儀なくされていた頃に多くの先達の皆様が仰るよう

に、対面の会合では親近感が生まれており、コーヒーブレイクをはじめ

としたオフラインの場において、現地参加者の間で効率的に調整が図ら

れることで、完全リモート会議と比較するとスムーズに物事が進んだよ

うに思います。

　物理参加とオンライン参加の公平な取扱いについては、ITUの中でも

議論されているところではあります。今後、電子会議の技術も大きく発展

することで、現地参加者とリモート参加者の様々な隔たりがどこまでなく

なるのか、期待は膨らむばかりです。

ITU-T SG20会合で感じた物理参加の有効性と、
今後への期待
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編集後記

　本号トピックスには、ITU電気通信標準化局 新局長 尾上誠蔵様
へのインタビュー記事を掲載することができました。

　ITU全権委員会議は10月14日に終了し、ITUジャーナル11月号
は11月1日が発行日です。このような日程で、ブカレストからの帰
国後間もなくのお忙しいスケジュールをご調整いただきましたこ
と、新局長及びご関係の皆様に御礼申し上げます。

　タイムリーに記事掲載ができたのは、前述のご調整に加え、ITU
ジャーナルがWeb誌であることも要因の一つです。メール、オン
ライン会議ツール、インターネットなどの様々な情報通信技術の
恩恵に支えられているためであることを、今回のオンラインでの
インタビュー実施や制作過程を通じて、改めて強く感じました。

　今後も、世界中のすべての人々が『つながる』ことを目指して
ITUの諸活動が進みます。新局長 尾上誠蔵様のご活躍を祈念し
ております。
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